
 

 

 

 

 

 

 

①確かな学力の育成→個人の状況に応じ ICT 機器の活用、話し合い活動時も意見交換の手段として活用。 

②豊かな心の育成→人権教育等の講演を活用。自分の良さを自覚。また「命の学習」、「救急救命講習」、 

「福祉体験」などから他者を尊重する態度を育成した。 

・自ら学び工夫し 

・思いやりの心を持ち 

・体を鍛える生徒 
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